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日本語タイトル 

日本の 3 個体群におけるミナミハンドウイルカ Tursiops aduncus の 

ホイッスルの地域間差異 

 

要旨日本語訳 

 日本のミナミハンドウイルカ 3 個体群を対象に，そのホイッスルを解析した。地域間に

ホイッスルの差異が検出された。地域内でも，録音を行った年ごとに有意な差異が検出さ

れたが，いくつかのパラメータにおいて地域差が年変動より勝っており，ホイッスルの地

域間差異は明らかに存在することがわかった。しかし各個体群内で時間経過に伴ってホイ

ッスルが変化した結果，地域間の差異が出来上がってきたと考えられるため，今後地域間

差異の研究者は個体群内の年変動にも考慮する必要がある。 


